
対話集会のまとめ（秦荘町） 
住民対話集会開催状況 
① 平成 14 年 12 月 21 日（土）19 時 30 分～（秦荘西小学校 ランチルーム） 

住民参加数：28 名 
② 平成 14 年 12 月 22 日（日）13 時 00 分～（目加田公民館 大ホール） 

住民参加数：38 名 
③ 平成 14 年 12 月 22 日（日）15 時 30 分～（香之庄老人憩いの家） 

住民参加数：48 名 
④ 平成 14 年 12 月 23 日（月）19 時 30 分～（中央公民館 大ホール） 

住民参加数：43 名 
⑤ 平成 14 年 12 月 24 日（火）19 時 30 分～（ハーティーセンター 中ホール） 

住民参加数：73 名 
○住民参加者総数 230 名 
住民対話集会の意見考察結果 
 平成 14 年 12 月 21 日から 24 日までの 4 日間 5 会場で開催した住民対話集会

の意見に基づいて、次のとおり考察しました。 
「愛知郡は一つ」を原則に過ちのない方向付けをするため、平成 13 年 1 月

29 日愛知郡合併等研究会が設立されたにもかかわらず、愛東町および湖東町が

東近江東部行政研究会に参画を申し入れされた。町や議会として、今日まで努

力した経緯などを説明し、一定の理解をいただいたところですが、いまだ「愛

知郡は一つ」という住民の声は根強く「じっくり待っても良いではないか。何

とか引き戻せないか。」と言った意見も多く、今後も愛東町、湖東町の議員と話

し合いを続けることで、愛知川町と秦荘町の合併の枠組みについては大筋でご

理解をいただき今後両町で協議していくことの了解を得たものと察したところ

です。 
一方、小規模における合併後の先行きの不安感や、政府の地方制度調査会の

動向に危惧を抱く意見も出された。しかし、愛知郡の合併については、望みを

捨てず、住民の関心の深い愛知郡広域行政組合の円滑な運営に全力を傾注しな

がら、小規模合併にかかる効果・懸念事項など、また、合併による将来の新し

いまちづくりや財政基盤の確立をどのように考えて行くかについて、愛知川町

との合併協議会で十分な討議や研究をし、その情報等について住民に明確に周

知していく必要があると考えます。 
愛知郡は一つという意見 

 4町の合併が一番良い、湖東、愛東を引っ張る努力が足りないのではないか。 
 4 町の合併について、期限を考えずじっくりと待ったらどうか。 



 4 町の合併に努力してほしい。 
 もっと時間をかけて 4 町の話し合いをしてほしい。 
 郡 4 町が一番望ましい。 
 愛東、湖東町が今後いっしょになりたいと言われたらどうするのか。 

合併検討・合併した方がいいと考える意見 
 愛知川町との合併が良い。 
 合併は避けて通れないので期限までに進めてほしい。 
 小規模でも行政サービスが低下しなければ愛知川町との合併は賛成である。 
 愛知川町と合併すれば庁舎の位置、首長、議員等はどうなるのか。 
 合併に向けて今後、住民にわかりやすい行政を進めてほしい。 

小規模への心配・合併懸念の意見 
 小規模な合併であるため財政的にデメリットがあるのではないか。 
 合併の効果と懸念が矛盾している。 
 小規模合併町はいつまで続くのか。 
 全国的に合併の動きがにぶっている中で、特に率先して走っているのではな

いか。 
 愛知川町は秦荘町との合併をどう考えているのか。 
 愛知川町への働きかけ体制はどうなっているのか。 
 合併押し付けは地方自治・憲法を無視している。（西尾私案） 

資料・情報提供・住民投票などの要望意見 
 愛知川町との合併について、ビジョンを情報提供してほしい。 
 事あるごとに情報を提供してほしい。 
 今後、住民投票をしてほしい。 

その他の意見 
 女性の意見を反映してほしい。 
 女性の集う場で説明会をしてほしい。 
 新しい町の名称、愛知川町になったら大変、十分検討をしてほしい。 
 彦根市や八日市圏と合併すれば特例債はどうなるのか。 


